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は じ め に 
 
 
 第 31期当所政策委員会では、新たな需要創出や北海道ＰＲの観点から本道独自の

『サマータイム（夏時間）』を提唱し、政策委員会内に『サマータイム小委員会』を設置

し議論を重ねてきました。平成１４年秋より長期戦略をたて、先ず平成 15 年１月の政府

構造改革特区への提案を皮切りに、同年１０月経済効果の試算、さらに、稲見北海道経

済産業局長、高橋北海道知事、上田札幌市長への提言を順次実施してきたところで

あります。 

札幌商工会議所では、こうした啓蒙・普及活動や提言などの経緯を踏まえ、平成16

年 7 月、1 ヶ月間に亘り夏時間実証実験『北海道サマータイム月間』を各企業・団体に

参加を呼びかけ、地域ぐるみで実施致しました。 

ご高承のとおり、現在のサマータイム論議は、導入コストの面など多くの不確定要

素を抱えたままイメージレベルで進められているのが実情です。道民多数のコンセ

ンサスを得るためには、いきなり本格的導入するのではなく、さわやかな夏の北海道

を満喫できる 7 月１ヶ月間に限って試験的に実施し、議論に耐え得る実験データをし

っかり把握することが必要であると考えました。 

 

 北海道は日本標準時を定めた明石より経度で約 6 度東に位置し、尚且つ、わが国

の中で最も高緯度に位置することから、夏季における日中時間が札幌で東京や大阪

などに比べ約１時間長く、またヨーロッパに近い気候風土を持ち、日本全体の中でも

最も四季の際立った自然環境を有しております。 

当アンケートは、サマータイム試行が、道民の暮らしや経済活動にどのような影響

をもたらしたのかを検証するため実施致しましたが、本格導入をゴールに見据え、越

えるべき様々な課題の克服に、今後も取り組んでいく予定であります。 

 

 

 

 

札幌商工会議所 第３１期 

政策委員会 委員長 星野 恭亮 
サマータイム小委員会 座長 石水 勲 



写真で見る 2004 北海道サマータイム月間 
 

 

2004.6.30 地下街オーロラタウンで前夜祭『札幌交響楽団ミニ・コンサート』開催 

 

2004.7.15 JR 札幌駅前広場で『サマータイム、交通安全』北海道警察音楽隊コンサート 

 

2004.7.1～7.15 ４丁目プラザ（左）、JR 札幌駅前（右）の『メガビジョン』でサマータイム告知 



2004.7.1～7.31 北海道サマータイム協賛企画 ロイトン札幌（左上）、札幌グランドホテル（右上）、 

スガイエンターテイメント（左下）、藻岩山ロープウエー（右下） 料金割引き 

 

 

2004.7.1～7.15 北洋銀行本店営業部窓口。期間中、行員はアロハシャツを着用 

 



2004.7.1～7.15 北海道銀行本店営業部窓口（左）札幌銀行本店営業部窓口（右）  

 

2004.7.1～7.31 北海道経済センター横断幕、建物の左右に掲示（左） 

 札幌商工会議所事務所入口の床表示（右） 

 

2004.7.1～7.31 参加企業団体に配布した実証試験実施中のたれ紙（左） 

        石屋製菓の北海道サマータイム 時間表示 

 

 

 



2004.7.23 地下鉄大通駅入口で団扇とティッシュを配布 

 

 

当所機関誌『さっぽろ経済』８月号 

『サマータイム月間を終えて』座談会のもよう 

                       

 

   ・胸プレート（上） 

  ・北海道サマータイム シンボルマーク 

   『デイライトくん』（中） 

  ・実証試験実施中、参加企業・団体に 

   配布したチラシ（右） 

  ・実証試験実施中、配布した団扇（下） 



回答数

2

94
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回答数

30
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26

4

4

41

6

125

単位：人

年　　　　　　　齢

①20代～30歳代

②40代～50歳代

③60歳以上

未回答

合　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　　　　計

③製造業

◆経営者アンケート 回収結果　

⑦その他

単位：人

（2004.8.30 回収終了）

業　　　　　　　　　　　　種

④サービス・娯楽関連

⑤観光関連

⑥団体

①建設関連（住宅・設備・資材含む）

②食品小売・飲食

未回答

 

Ⅰ．北海道サマータイム導入実験 概要  

１．実施時期 平成１6年 7 月１日（木）～３１日（土） 

２．参加事業所 

札幌市内の企業・団体・札幌市等 221 件、6,000 名の参加 

※札幌市以外の道内事業所からの申込はなかった 

３．実験の目的 

①北海道サマータイムの周知を図り、広く道民の議論を起こす 

  ②プラス・マイナス側面の実証 

  ③北海道の独自性および地域特性を内外にＰＲ 

４．実施内容 

  上記の期間、日本標準時より１時間進める 

※但し、時計の針は動かさない。参加は期間中 1週間以上で任意に設定 

 

 

Ⅱ．北海道サマータイム月間アンケート 概要 

Ａ．従業員向け 

１．調査対象 参加企業、行政機関、団体の従業員 6,000 名 

２．回収総数 2,036 名（8 月 31 日 回収終了、回収率 34％） 

 ３．回収方法 FAX による回収 1,624 件、e-mail による回収 412 件 

Ｂ．経営者・団体トップ向け 

１．調査対象 参加企業、行政機関、団体の経営者等 221 名 

２．回収総数 125 名（8 月 31 日 回収終了、回収率 57％） 

  ３．回収方法 FAX による回収 74 件、e-mail による回収 51 件 

 



年　　代

実施期間 男 女 男 女 性別未回答 男 女 性別未回答 男 女 性別未回答 男 女 性別未回答

①１週間 65 26 83 15 1 149 41 0 190

②２週間 2 1 339 153 5 506 35 6 15 1 862 189 12 1063

③３週間 5 2 21 2 26 4 0 30

④１ヶ月 1 175 74 2 160 47 11 19 1 2 354 123 15 492

⑤その他 1 51 15 85 13 4 9 2 146 28 6 180

未回答 1 31 7 2 27 6 2 3 1 1 61 14 6 81

小　　計 3 3 666 277 9 882 118 23 47 1 3 4 1598 399 39

合　　計 4

未回答

単位：人
◆従業員アンケート 回収結果　（2004.8.30 回収終了）

合計
20代～30歳代 40代～50歳代 60歳以上20歳未満

952 1023 51

小　　　　計

           2 0 3 66

サマータイム導入実験 実施期間

①１週間
9%

②２週間
53%

③３週間
1%

④１ヶ月
24%
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未回答
4%

男女別参加者
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答
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女
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男
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 アンケート調査結果のあらまし  
 

 

１．睡眠不足をうったえる声がある一方、健康増進に役立ったとの意見もあり、

個人生活レベルでのばらつきがでた 
 

２．年齢の若い世代、中でも女性の退社後の行動が多様化・活性化し、この層で

は明らかに消費増につながった 
 

３．行動の自由度が増加した一方、男性とりわけ年代の高い世代で、どのように

自由時間を過ごしていいのか戸惑いを感じたとの意見もあった 
 

４．経営者・従業員共にサマータイムの効果は作業効率の向上とした 

 

５．導入実験で労働時間が増加した層は、主に現場の第一線で働く 20～30 歳

代の男性。職種や職責で違いが出たが、残業については個人レベルでの差

も大きいものと思われる 
 

６．北海道、全国の合計では経営者の８６％、従業員の７０％がサマータイム賛成。

実験参加期間の長短による差は、あまり現れなかった 
 

７．経営者の賛成の理由は、北海道観光の活性化とイメージアップ。従業員は、

行動の選択肢の広がり 
 

８．不安材料は、経営者で道外との連絡・取引、代金決済。従業員は導入にメリッ

トが感じられないなどであった 
 

 

 

ｸﾞﾗﾌ１. 札幌の日の出、日の入時刻
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『2004 北海道サマータイム月間』アンケート調査結果 
 

 

【 経営者・従業員共通の設問 】 

Ｑ１．１時間早めたことによる心身に対する影響はいかがでしたか？  

 経営者・従業員共に

変化なしが約半数占め

た一方、睡眠不足と健

康増進は、まったく逆

の結果となった。体調

悪化については、双方

差がなかった。 
これは生活のリズム

が崩れたことによるも

のと思われるが、加え

てサマータイムに参加

していない取引先や家

族など周囲との時間の

ズレが原因と考えられる。従業員の心身に対する負担がやや大きく現れた。また、週末を迎

えるたびに標準時の生活に戻り、週明け再びサマータイム を繰り返したため、身体の疲れ
をうったえる人もあった。 
 
 一方、従業員の年

代別では、若年層ほ

ど睡眠不足をうった

える声が多く、男女

間の差はあまり多く

なかった。 
 また、健康増進に

役立ったとの回答は、

僅かではあるが、20
～30歳代女性に多く
なった。 
 ※20歳以下及び 60歳
以上はサンプル数不足に

つき、分析せず 
 
 

15 13 27 42 3

a.健康増進に

役立った, 29
b.体調が悪く

なった, 10

c.睡眠不足に

なった, 7

d.変化なし, 49 e.その他, 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員

経営者

Ｑ１．心身に対する影響（経営者・従業員）

15 14 29 39 3

17 14 34 31 4

15 12 23 46 4

a.健康増進に役立っ

た, 10

b.体調が悪く

なった, 15

c.睡眠不足になった,

25
d.変化なし, 44

e.その他, 6
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Q1.心身に対する影響は（従業員、男女、年齢別）



 Ｑ２－１．退社後の時間帯をどのようなことに充てましたか？  

 友人と飲食（経営者

２１％、従業員２２％）、家

族と買物・飲食（経営者

２１％、従業員１８％）の

他、映画・コンサート・野

球観戦が続いた。 
 一方で、変化なしが

経営者５０％、従業員 

５５％を占め、自由に使

える明るい時間帯が出

来たものの、どのよう

に過ごしていいのか戸

惑いを感じた人も多く、

課題を残した。 
 
 
 男女、年齢別では、20
～30 歳代女性の買物・食
事の回答が多く、逆に変

化なしが他の層と比べ、

最も少なかった。若年層

の女性の活動的な姿が、

現れた結果となった。 
 また、40～50 歳代の女
性に変化なしが多いのは、

家事を抱える人が多いた

めか？ 
 男性については、年代

で若干のばらつきもある

ものの、あらたに生じた自

由時間帯に対する動きは

総じて鈍かった。 
 ※20 歳以下及び 60 歳以上
女性はサンプル数不足につき、

分析せず 
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Ｑ２－１．退社後の時間の使い方
（経営者、従業員、重複回答）

経営者

従業員

% 

g.その他

f.これまでと

変化なし

e.地域活動・

社会奉仕

c.家族と買物・食

事

b.映画･ｺﾝｻｰﾄ・野

球観戦

a.屋外ｽﾎﾟｰﾂ･

ﾚジｬｰ

0 10 20 30 40 50 60

男

女

男

女

男

2
0
～
3
0
歳
代

4
0
～
5
0
歳
代

6
0
歳
以
上

Q2-1.退社後の時間の使い方
（従業員、男女、年齢別、重複回答）



 Ｑ２－２.サマータイム月間中、Ｑ２－１の a～dの行動により、合計金額でどれくらい 
の消費（実験実施前より増加した金額）をしましたか？ 

 
 経営者・従業員共に１万円未

満が過半数を占めたものの、１

～３万円の経営者２７％、従業

員２５％とそれぞれあり、さら

に５万円以上も経営者では１

０％を数えた。７月１ヶ月間の試

行とはいえ、一定の消費増が

見られた。  
 
 
 一方、男女、年代別 
では、20～30歳代の
女性の活発な行動に

正比例して、消費金

額も増加している。 
 全年代を通じて男

性は 1万円未満が 7
割以上を占め、自由

記載にある「小遣い

が増えるわけではな

いので、変わらない」

に集約されるのかも

知れない。 
※20歳以下及び 60歳
以上女性はサンプル数

不足につき、分析せず 
 

 

 

 

【 経営者に対する設問 】 

 Ｑ３．このたびのサマータイム導入実験で、貴社・貴団体にどのようなプラス面が生 

じましたか？（複数選択） 

 
 今回は実験に賛同した事業所の参加だったため、プラス意見が多数を占めた。従業員の

作業効率の向上が３５％と最も多く、以下心身のリフレッシュが２１％と続いた。その反面、分

からない（２４％）や効果なし（１６％）の指摘もあり、短期間での効果測定の難しさをうかがわ

せた。省エネ効果については（過ごしやすい気候。エアコンの普及率が一般家庭で低いなど 
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Ｑ２－２．サマータイム月間中の消費純増分
（経営者、従業員）
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Q2-2.サマータイム月間中の消費純増分
（従業員、男女、年齢別）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
により）本実験の目的から除外していた関係からか、９％と少数にとどまった。 
 政策委員会で昨年実施した欧州実情調査によると「冬季、太陽光が極端に減少するので、

欧州人は、夏季のデイライトを大切にしている」（英国上下水道会社 取締役 談）や「自然環
境によく馴染んだ制度だ。終業後ゴルフがワンラウンドできるほどで、健康増進・ストレス解消

にも役立つ」（ジェトロ・ロンドンセンター 所長 談）などとしており、夏時間の歴史が長い欧
州では個々人が自らの選択で生活を楽しんでいた。 
 
 

 Ｑ４．反対にマイナス面はいかがですか？（複数選択）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

マイナス面はないとの回答が３２％を占めたが、前述の賛同事業所の参加を差し引いて

も経営者の前向きな姿勢がうかがわれる。次に取引先との時間のズレが２２％、高緯度の欧

州のような効果は見られない１７％と続いた。また、実験に対応するための諸経費の増加は

８％とあまり大きな数字にはならなかった。 

0 5 10 15 20 25 30 35

a.従業員の心身ﾘﾌﾚｯｼｭに効果(21%)

b.従業員の作業効率向上(35%)

c.売上増加(0%)

d.省エネ効果(9%)

e.プラス効果なし(16%)

f.わからない(24%)

g.その他(11%)

Q3.実験による貴社・団体のプラス面（経営者、重複回答）

0 5 10 15 20 25 30 35

a.経費の増加(8%)

b.取引先と時間のズレによる不都合(22%)

c.本支店間の連絡に不都合(4%)

d.高緯度の欧州のような効果が見られない(17%)

e.マイナス面はない(32%)

f.わからない(14%)

g.その他(12%)

Q4.実験による貴社・団体のマイナス面（経営者、重複回答）



【 従業員に対する設問 】 

 Ｑ３．仕事に関する影響はいかがでしたか？  

 早朝の作業効率向上が２８％と最も多くなっ

ているが、これには２つの要素が含まれている。

第一にさわやかな時間帯に活動することによ

る純粋な効率の向上。もうひとつは、実験中と

いう特殊な環境下で、取引先等の始業前に電

話応対・接客等に追われることなく、事務作業

が進んだためと考えられる。 
 また、顧客と時間にズレが生じたとしている

のは、実験に起因するのがほとんどと思われ

るが、一方で北海道のみ導入の場合は、道外と

の時間のズレの問題は残る。 
 
 

Ｑ４－１.導入実験実施中の実質労働時間の増減は？  

 増加、減少拮抗しているが、増加の理由は次の項

目にあるとおり。また、減少の理由としては、実験期

間中当所が実施したヒアリング調査などから、「社

員の健康管理上の理由から、サマータイム実験を

契機に時間の使い方の効率化を幹部で話し合っ

た」など、職場環境の改善に努めた結果によるもの

もあった。 
 本格導入された場合は、時計の針そのものが進

められるので、サマータイムによる労働時間の増減

は、少なくなるものと考えられる。 
 
 男女別では、男性に労働時

間の増加傾向が見られ、特に

20～30 歳代の男性では 3 割
を超えた。現場の第一線で働

くこの層は、取引先との活動

時間のズレが最も顕著に現れ

「相手の指定時間に営業せざ

るを得なかった」ものと思わ

れる。 
※20 歳以下及び 60 歳以上女性
はサンプル数不足につき、分析せず

Q4.実験中の労働時間（従業員）
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Q4-2.労働時間が増えた理由
（従業員）

e.その他

(20%)

a.取引先と

の折衝・連

絡のため

(64%)b.職場の雰

囲気で何と

なく(10%)

c.早く帰っ

ても仕方が

ない(6%)

 Ｑ４－２. 労働時間が増えた理由は？  

取引先との折衝のためが６４％と過半数を

占めた。これは実験に起因する理由がほとん

どと思われ、本格導入時には道外事業所との

連絡を除き、不都合はなくなるものと思われる。

また、職場の雰囲気で何となくとの回答は、従

業員・トップ共に考え、解決しなければならない

課題といえる。 
 一方、早く帰っても仕方がないも６％あり、

サマータイムは、ライフスタイルそのものを見

つめなおす新たな機会となるかも知れない。 
 
 
 

【 経営者・従業員共通の設問 】 

Ｑ５－１．北海道サマータイム実験を体験した上での制度本格導入に対する賛否   

 
経営者は北海道

サマータイムに賛

成が５４％と過半

数を占めたが、従

業員については北

海道のみ及び全

国一律が相半ばし

た。北海道、全国の

合計では経営者

が８６％、従業員 

７０％が賛成とし

た。 
反対は経営者４％に対し従業員２１％と両者の間に大きな開きが出た。これは、当所から各

企業・団体の従業員に対する説明不足が原因のひとつと考えられる。自由記載の中には「７

月から突然サマータイム実施と言われ戸惑いを感じた」などもあり、主催者である当所の今

後の課題となった。 
また、全国一律の答えは、道外との時間のズレを危惧する考えや、一国二制度を好まない

ためと考えられるが、その一方で北海道のみ一時間活動が早まれば、金融取引や国際取引

など、多くの経済活動にプラス効果があるものと思われる。 
ちなみに英国では、ドイツ・フランスなど大陸と１時間の時差（遅い）がビジネスに損失を来

たしているとの議論もある。 
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 一方、従業員・実施期間別賛否では、１週間実施では反対意見が上回ったものの、２週間以

上実施の事業所では大きな違いは見られなかった。また、経営者については、期間の長い順

に本道のみのサマータイム導入を支持したが、サンプル数が全体で１２５名と少ないため、ひ

とつの傾向と見るにはやや無理があり、さらに多くの経営者の意見を聞く必要がある。 
 

 

【 経営者に対する設問 】 

 Ｑ５－２．北海道サマータイム導入賛成の理由は？  

 観光・レジャーの活性化が４０％と最も多く、本道のイメージアップが３０％、新たなビジネ

スチャンスが生まれるが続く。北海道サマータイム導入推進の目標に掲げた新需要の創出 

※注．３週間実施の事業所従業員は２９名とサンプル数が少ないため数値にバラつきが出た

※注．１週間実施の事業所経営者は９名とサンプル数が少ないため数値にバラつきが出た。

また、３週間は１名のみの回答のため除外した 
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と地域性のアピールが支持された結果となった。 
 また、自由記載の中には「自然環境からすると北海道で導入することに合理性を感じるも

のの、コンピュータなどのシステムのことを考え合わせると、全国一律とならざるを得ない

のか？」などの意見もあり、経営者としての感想と一個人としての感覚にギャップを感じる

人もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【 従業員に対する設問 】 

 Ｑ５－２．北海道サマータイム導入賛成の理由は？  

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
退社後の行動の選択肢が増えるが８０％と際立っている。また、家族とのふれあいや本道

のイメージアップをあげる意見も多い。自由記載の中には「明るい時刻に退社できるので、

非常に気分がいい」とする意見もあり、新たなライフスタイルの構築に取り組む環境づくり

につながるひとつの切り口となるかもしれない。 
欧州では、冬季は短日に加え曇天の地域が多く、僅かしか太陽光を見ることが出来ない
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ため、春から秋までの期間、デイライト（日光）を非常に大切にしている。前述の視察会で訪

問した時期は１０月の最終週で、間もなくサマータイム期間が終了の時期だったが、晩秋の

冷え込み（摂氏５度前後）中でも平気でオープンカフェで飲食している人々の姿が印象的で

あった。 
 
 

【 経営者に対する設問 】 

Ｑ５－３．北海道サマータイム導入反対の理由は？  

 
このたびの実験は、趣旨に賛同する企業・団体の参加だったため、反対意見は５名と小数

であった。構成比の算出は意味を持たないので件数のみ記載するが、取引先との連絡に支

障をきたすが２名、次に健康管理面を懸念するする回答が３名、その他２名（重複回答）と続

いた。従来からの議論では、導入コストに対する不安が聞かれたが、このたびの調査では回

答がゼロだった。 
 
 

【 従業員に対する設問 】 

Ｑ５－３．北海道サマータイム導入反対の理由は？  

メリットが感じられないが８２％と最も多く、開始・終了の切り替え時に体調を崩すが 29％
と続いた。自由記載によると「もともと早起きが苦手」「活動時間の変更に身体がなじまな

い」「労働強化につながる」などの反対理由が指摘されている。 
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＝ 結 び に ＝ 

 
このたびの「北海道サマータイム月間」は、民間が地域ぐるみで取り組んだ初めての社

会実験として、全国的にも注目を集めた。ねらいは大きく２つに集約され、第一に北海道独

自で導入することによる地域特性の強調、二つめに個人消費の拡大と新需要の創出などの

経済効果である。これまでも全国レベル或いは各圏域レベルで様々な検討がなされてきて

いるが、いずれも「省エネ」｢環境問題｣を議論の糸口にしている。当所においても「省エネ」

については議論を重ねたが、本道のサマータイム期間（４月～９月を想定）を考えると、４月・

５月の朝・夕は肌寒く、また、６月～９月の夕刻時間帯においても厳しい暑さは極く稀である。

加えて一般家庭におけるエアコンの普及率が極めて低い（北海道１０．１％、平成１２年 北海道
電力調査。全国２０７．６％、平成１２年 財団法人 省エネルギーセンター調査）ことなどもあり、
あえて「省エネ」を活動の柱からはずした。 
さらに北海道は、明石を基準とした日本標準時と太陽の運行に３０分前後（早い。季節によ

って変動がある）のズレがあり、早朝の明るい時間帯を睡眠に費やしている。１時間の夏時間

導入は体調面に限れば何ら問題が生じないものと考えられ、言い換えれば西日本の住民と

ほぼ同様のリズムで生活することになる。 
 当所の「北海道サマータイム」広報用ビデオでも紹介したが、本道へ向かう旅客機が津軽

海峡上空を通過する際、「北海道では４月から９月の期間、サマータイムを実施しております。

皆様時計の針を２時間（または１時間）お進め下さい」と機内アナウンスされ、ちょっとした海

外旅行気分を味わえることにもなり、この明るい時間帯を旅行者はもとより、道民にも有効

に活用してもらうのが、夏時間導入の基本理念である。 
 
このたびの導入実験は、充分な事前 PRや参加呼び掛け期間を取ることが出来なかった
中で実施に踏み切ったことから、参加企業・団体数が少なく、加えて市外からの参加がなか

ったことなど、反省すべき点も多くあった。また、一部での実施はデメリットが目立つ結果に

もなりかねない懸念もあった。しかし、何事もまず始めてみることが重要との共通認識のも

と、小さな一歩が大きな夢実現に結びつくことを期待した。今回参加の従業員約６，０００名

が本市人口１８６万人に占める割合は、０．３％に過ぎず、参加者は職場ではサマータイム、家

庭では標準時間と二重の生活を強いられることになり、疲れや体調不良をうったえる声も

あった。 
当所では、参加者から 2,000件を超える調査票を回収し、個々の設問項目については、大
まかな傾向値は示されたものと見ているが、導入に対する賛否やプラス・マイナス、さらに

導入に伴う初期費用などについて、今後さらに多くのデータ収集に努めていくつもりであ

る。言うまでもなく本格導入については法整備の前に、就業者、主婦、学生、生徒などあらゆ

る階層にサマータイムに対する情報提供の必要があり、道民レベルでの議論が必要かつ絶

対条件である。 
慣習を変えるには越えなければならない多くのハードルがあるが、当所では制度変更に

よる人々の行動パターンの変化が、新たな社会環境の構築をもたらすものと考え、国、北海

道、札幌市となどと連携を図り「本道独自のサマータイム」をゴールに見据え、新たなライフ

スタイルの提唱を旗印に啓蒙・普及活動を鋭意展開していくつもりである。 



 Ｑ６．北海道サマータイムについての意見（自由記載） 

 

【 経営者 】 

＜サマータイム全般に関する意見＞ 

１．賛成意見 

◎北海道の独自性を打ち出す方策のひとつ

として有効だと思う。北海道サマー 
タイムの実現を願う。                      
（４０～５０歳代、男性） 
 
◎北海道の冬は雪に覆われ外での活動が制 
 約されるので、明るい時間を有効に利用 
 するサマータイムには大賛成である。今回は部分的実施のため、周囲とは常に１時間の差

があり精神的時差ボケが続いたが、一斉に実施すれば全く問題ないと思う。景気低迷が

続く北海道にとって、経済活性化の一助になるものと信じている （４０～５０歳代、男性） 
                              
 

※反対意見・条件付き意見共になし 

 

＜導入実験に関する意見＞ 

１．肯定的意見 

◎今後も続けていけば、徐々に浸透されるだろう。来年もっと賛同企業を増やすために、協

力のお願いを一年を通して行う必要がある          （４０～５０歳代、男性） 
◎多くの企業が参加出来れば、より効果が現れると思う。来年も継続する事で、より広まり、

効果が出てくると思う                   （４０～５０歳代、男性） 
◎今までと同じでは何も変らない。このままではダメだと皆が考えているならまずやって

みる！行動するべきと考える                （４０～５０歳代、男性） 
◎「全北海道実施」に賛成。建設業は官庁が参加しなければ実施できない 

（４０～５０歳代、男性） 
 

２．否定的意見 

◎広告宣伝がされていないので、あきれるほど認知度がなかった。全国放送などで毎晩の

ように取り扱われ、遊び感覚で大多数の参加が得られない限り同じ試みを何回やられて

も、データーにするのは不可能と思われる          （４０～５０歳代、男性） 



◎馴れない事もあってか、正直言って意識があっても実際難しかった。朝は 1 時間早く来て
も、帰りは殆ど何時もと変わりなく過ごしてしまう。小規事業所にはなかなか切り上げが

難しいと思う                       （６０歳以上、男性） 
 

３．条件付き意見 

◎業種により、繁忙期が違うため、一律に実施することは難しいと思う。 まず、業績を上げ

ないと、余暇に使うほどの給与を社員に与えられないという現実もある。ただ、サマータ

イムをイベントとして位置づけるのは、いいかもしれない。１週間だけとか、花火大会のあ

る金曜日の３日だけとかのほうが、消費効果はあがるのではないかと思う 
（４０～５０歳代、女性） 

◎北海道のブランドイメージ向上などに、一定の成果が期待できると考える。導入時数年は、

ある程度の弊害やトラブル等も生じると思うが、現在北海道の置かれている状況の中で

は、なにかアクションを起こすことが大切である        （２０～３０歳代、男性） 
◎本格導入に至るにはさまざまなクリアしなければならない問題があり、それらを克服する

ためには多くの道民の強い熱意の結集が何より大切だ。そのためには来年以降も実験を

継続し、札幌だけではなく他の市町村にも参加者の輪を広げ、サマータイムが北海道の

夏のライフスタイルとして定着させることだ。来年はよさこいソーラン祭りや各種イベント、

子供たちの夏休みなどをカバーできるように６月、７月、８月の３ヶ月くらいを対象期間に

してはいかがか                      （４０～５０歳代、男性） 
◎大多数の企業、官庁が通常勤務しており、一部だけの実施であれば支障をきたす。市から

道（県）から国レベルまでサマータイムの気運を盛り上げることが必要である 
（４０～５０歳代、男性） 

◎定着させるためには、多くの参加が必要であるが、通勤･通学に対する交通機関の協力

が不可欠である                     （４０～５０歳代、男性） 
◎保育園、幼稚園、小学校と連動しなければ、子供を持つ女性は対応できない 

（６０歳以上、男性） 
◎世の中全体（時計の針を変更）がいっせいに導入するのでなければ一部に歪みが生じ、長

続きしない                        （４０～５０歳代、男性） 
◎試行とはいえ、公官庁を含めた、道民の半数が影響を受ける程度の試行を早急に目差す

べきと考える。そのためには経済効果を目的の主眼においてはだめ。「恵まれた自然に親

しみ、北海道人のアイデンティー作りのため」とか「環境保全意識を高揚させ、北海道発の

エコ・省エネモデルのため」にとか、理念・理想を旗印に掲げる必要がある 
（４０～５０歳代、男性） 

◎公共の交通機関の運行ダイヤをサマータイムに合わせて変更してもらう等、官のリーダ

ーシップがないと普及しないと思う             （４０～５０歳代、男性） 
 
 

＜その他＞ 
◎北海道は北方圏である。東京思考・仕様など本州とは違うという観点で制度を考えるべ

きだ                           （４０～５０歳代、男性） 



◎今までは東京発の北海道の事業や観光でした。これからは北海道発の北海道版を道民で

考えていかなくてはと思います。それが道州制の実現にもつながるものと思う 
（４０～５０歳代、男性） 

◎今回のように、一部企業参加者のみが１時間始業時刻を繰り上げる「実験」と、全体の時計

の針を 1時間早める「サマータイム」とでは、全く異なる状況が生ずるのではないかと思
う                           （４０～５０歳代、男性） 

 
 
 

【 従業員 】 

＜サマータイム全般に関する意見＞ 

１．賛成意見 

◎北海道一律で、時計の針を進めて行うのであれば導入に賛成。北海道独自の基準がある

のは、地方差別化が始まった場合に独自色が出せる点でメリットがあると思う 
（４０～５０歳代、男性） 

◎地域としては北海道全体で、期間としては体調を考え３ケ月以上にしてもらいたい 
（４０～５０歳代、男性） 

◎全国一斉サマータイムが望ましいが、北海道単独でも、４月第一日曜日から９月最終土曜

日まで、北海道時刻を１時間早めるべき。米国勤務のとき、米国内時差（ニューヨーク、ロス

アンゼルス間で３時間）のため、３時間早く勤務する者（ロス側）、３時間遅くまで勤務する

者（ＮＹ側）が必要だったが、時差出退勤で不都合はなかった   （４０～５０歳代、男性） 
◎これだけ、四季がはっきりとしているのだから、色々な点でサマータイムには利点が有る

と考える                         （４０～５０歳代、男性） 
◎勇気を持って導入しましょう                 （４０～５０歳代、男性） 
◎まず北海道だけでも実施し将来的には全国に広がればいいと思う（４０～５０歳代、男性） 
◎北海道は、全国に先がけ導入することで、省エネ及びイメージの向上が一定程度はかれ

ると考える                        （４０～５０歳代、男性） 
◎２１世紀は環境の時代と叫ばれている中、北海道独自でより住みやすくより快適な環境先

進地域を目差し、これからの生活に対し意識を変えていく起爆剤としての効果を期待する 
（２０～３０歳代、男性） 

 

２．反対意見 

◎こんな最悪な制度は絶対にやめてほしい           （２０～３０歳代、男性） 
◎全国一斉で行わないと難しいと思う。本支店間、関連企業との時差は問題が大きい 

（４０～５０歳代、男性） 
◎北海道だけの導入の場合、他企業とのずれもでるであろうし、全国一律の場合は何ら今

と変わらないだろうから、様々な調整を考えると導入の意味を感じない 
（４０～５０歳代、女性） 



◎実質労働時間の増加により、疲労が慢性的になる        （２０～３０歳代、男性） 
◎ヨーロッパ諸国などサマータイムを導入している国（又はエリア）に比べて北海道は、暑

いわけでもなく、日照時間が極端に長い夏ではない。仕事に対するヨーロッパ人の考え

方とも日本人の企業に帰属してしまう考え方も大きく違っているのに、その一部のみを導

入するのは意味がない                   （２０～３０歳代、女性） 
 
 

３．条件付き意見 

◎サマータイム制導入で今まで以上に労働時間が増えないことが前提だ 
（４０～５０歳代、男性） 

◎自治体で強制的に導入すべきと思う             （４０～５０歳代、男性） 
◎長年の習慣を変えるには、相当の論議と体制を敷いてやるべきである 

（６０歳以上、男性） 
◎まず官公庁が一斉に実施しなければ、意味が全くない      （２０～３０歳代、女性） 
◎北海道サマータイムに賛成だが、ノー残業デーを徹底しないと労働強化になる 

（２０～３０歳代、男性） 
◎サマータイムは大いに歓迎したいが、北海道だけでは実現性に疑問がある。全国規模で

動いている企業は特に難しい                （４０～５０歳代、男性） 
◎残業時間の問題をクリアできれば環境的にもいい事だと思う   （４０～５０歳代、男性） 
◎導入をよしとするのは業種によりけりだと思う         （２０～３０歳代、男性） 
 
 

＜導入実験に関する意見＞ 

１．肯定的意見 

◎残業してもまだ外が明るい時間に帰れるのは気分が良かった   （２０～３０歳代、女性） 
◎いろいろと障害や課題があって当然だが、それをなんとかクリアしようという工夫や知

恵を出すことで、新たな展開や考え方が出てくるのではないか。机上の空論を唱えるだ

けでなく、こうした取り組みにまずは参加してみることが重要  （２０～３０歳代、男性） 
◎交通渋滞の前に出社でき良かった。当初は寝不足にもなったが、慣れると午前中の仕事

も効率 UP した。客先との時間のズレで不都合もあったが、早い出社分早く帰社するので
体にも良い                        （４０～５０歳代、男性） 
◎一部での実施はデメリットも多い。しかし、何事もまず始めてみることが重要と思う。小さ

な一歩が大きな夢実現に結びつくことを期待する       （２０～３０歳代、男性） 
◎退社後に時間のゆとりができ、たった１時間とはいえ自由になれた体験に感謝している。

この企画の志をさらに継続されたい             （２０～３０歳代、男性） 
◎始業時間が１時間早い事もあり、午前中が凄く長く感じた。個人的に午前中の方が集中で

きる方なので、集中して仕事に取り組む事が出来たと思う    （２０～３０歳代、女性） 
 
 



２．否定的意見 

◎実験的に行ったため、家族と同じ生活サイクルでないので疲れた （２０～３０歳代、女性） 
◎家族との時間が合わないので、家に１人で居ても時間を持て余した（４０～５０歳代、男性） 
◎もらえる給料が増えない限り、経済効果にはつながりにくいのでは（２０～３０歳代、女性） 
◎北海道の一部の中小企業が実施したぐらいで実験結果の検証などできるわけがない。関

係省庁、企業等への働きがけがなく、小さな世界で盛り上がった運動にしか思えない        

（４０～５０歳代、男性） 
◎なぜ今更このような実験がされたのか分からない。大きな経済効果を期待しての事かと

は思うが、収入が減る一方で消費ばかりだとどうかと思う    （２０～３０歳代、女性） 
◎朝早くに通勤手段がなく、そのため早く家をでなければならなく残業が多いので、非常

に睡眠不足となりつらかった                （２０～３０歳代、女性） 
 
◎北海道の製造業では夏に忙しいので、１時間勤務時間が増えるだけ（２０～３０歳代、男性） 
◎職種，勤務内容，時期（繁忙期）等の問題からメリットが全く無かった （２０～３０歳代、男性） 
◎費用対効果では、企業としてマイナスとなっただけ       （４０～５０歳代、男性） 
◎子育てを行っている家庭にとっては、学校の始業時間などが合わないため、朝の出勤時

間に無理が生じる                     （２０～３０歳代、男性） 
◎一概にサマータイムが効果あることには疑問。特に営業職は、このサマータイムでは、時

間延長につながり、導入するメリット薄いと思われる       （２０～３０歳代、男性） 
 
 

３．条件付き意見 

◎官公庁が参加しないと成果の面で充分とはいえないと思う   （６０歳以上、男性） 
◎社会全体で行われれば解消される問題だが、早朝の時間帯、公共交通機関の本数が少

ないのが不満。又毎年行われるとしたら子供の預け先等の問題も心配 
（２０～３０歳代、女性） 

◎一ヶ月間のため、体が順応した頃終了した。次回からは徐々に期間を伸ばした方がよい 
（４０～５０歳代、男性） 

◎７月～８月あるいは、６月～７月までの２ヶ月の方がいいと思う。体調の面でも慣れるのに

時間がかかる人もいる                  （２０～３０歳代、男性） 
◎小中高の学校がサマータイム導入になれば、より本格的になると思う。夏、本州との時間

差が生ずれば観光にもメリットが出てくる           （４０～５０歳代、男性） 
◎今回、なぜ、道庁がサマータイムを導入しなかったのか、その理由が分からない。新しい

試みなら、率先してやるべきだと思う             （２０～３０歳代、女性） 
◎導入期間の延長を望む（６月１日～８月末まで等）短期間は効果が薄い 

（４０～５０歳代、男性） 
 
 
 



＜その他＞ 
◎米国在住経験より、サマータイム自体は生活習慣であり、そこにメリットを追及しても無理

があると思う                       （４０～５０歳代、男性） 
◎消費活動を推進したいのであれば、時間を早めるのではなく平日の朝多く働いて、週休

3日制をとることはできないか                （２０～３０歳代、男性） 
◎フレックスタイムのほうが良いし、私的用事をこなすにも効率よく仕事ができると思う 

（２０～３０歳代、男性） 
◎冬にウインタータイムで 1時間遅らせるのはいかがか      （２０～３０歳代、男性） 
◎サマータイムではないが、これをきっかけに月に１度位早帰りできる制度を作ってもらい

たい                           （４０～５０歳代、男性） 
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～経営者・トップ向け～ 

 

 

北海道サマータイム月間に関するアンケート票 

           必ず実験終了後にご記入願います  

 

※該当に○印をお付け下さい 

 【年齢】 ①20歳未満 ②20～30代 ③40～50代 ④60歳以上 
 【性別】 ①男性 ②女性 
 【業種】 ①建設関連（住宅・設備・資材含む） ②食品小売・飲食 ③製造業  

④サービス・娯楽関連 ⑤観光関連 ⑥自治体 ⑦団体 ⑧その他 
 【実施期間】 ①1週間 ②2週間 ③3週間 ④1 ヶ月間 ⑤その他（      ） 
 
 

＜ご自身のご感想をお聞きします＞ 
Ｑ１．１時間早めたことによる心身に対する影響はいかがでしたか？(１つ選択) 

    a.早寝・早起きが実践でき、健康増進に役立った 

      b.時間サイクルの変化に対応できず、体調が悪くなった 

      ｃ.慢性的な睡眠不足となった 

d.変化はない 

    e.その他（具体的に                          ） 

 
Ｑ２－１．退社後の時間帯をどのようなことに充てましたか？（複数選択可） 

ａ.ゴルフ、テニス、野球など屋外スポーツやドライブなど野外レジャーを楽しんだ 

ｂ.映画やコンサート鑑賞、プロ野球観戦などをした 

ｃ.家族とショッピングや外食にでかけた 

ｄ.友人と飲食をした（飲みに出掛けた） 

ｅ.地域活動や社会奉仕をした 

ｆ.これまでと変わらない 

g.その他（具体的に                           ） 

 
Ｑ２－２.上の質問で a.b.c.d.のいずれかを選択した方にお尋ねします 

     サマータイム月間中、Ｑ２－１の a～d の行動により、合計金額でどれくらいの消
費（実験実施前より増加した金額）をしましたか？(１つ選択) 

    a.1 万円未満 

    b.１～3 万円 

       c.３～５万円 

    d.５万円以上 



＜企業・団体の代表者としてのご質問です＞ 

Ｑ１．このたびのサマータイム導入実験で、貴社・貴団体にどのようなプラス面が生じ

ましたか？（複数選択可） 

   a.社員・職員の心身リフレッシュに一定の効果が認められ、士気が向上した 

   b.早朝の涼しい時間帯から活動出来るので、作業効率が向上した 

   c.売上げが増加した 

（理由：                                        ） 

   d.省エネルギー効果があった 

   e.プラス効果はない 

     f.わからない 

   g.その他（具体的に                            ） 

 

Ｑ２．反対にマイナス面はいかがですか？（複数選択可） 

   a.当番を置くなど、夕方の１時間をフォローするため余分な経費がかかった 

      b.実験に不参加の顧客・取引先・行政機関との時間にズレが生じ、不都合が起こった 

      c.本支店間の連絡に不都合が生じた 

   d.高緯度に位置するヨーロッパのような昼間時間の延長効果が得られにくく、言わ

れている程の効果は感じられなかった 

     e.マイナス面はない 

   f.わからない 

   g.その他（具体的に                            ） 

 

Ｑ３－１．北海道サマータイム実験を体験した上で、制度の本格導入に対する賛否をお

選び下さい(１つ選択) 

   a.北海道サマータイム導入に賛成である 

   b.反対である 

   c.全国一律に実施するならば賛成である 

   d.わかわない 

 

Ｑ３－２．上の質問で a.を選択した方にお尋ねします 

北海道サマータイム導入賛成の理由をお選び下さい（複数選択可） 

   a.北海道のイメージアップにつながる 

      b.北海道発の新たなビジネス・チャンスが生まれる 

      c.シドニー等と共に世界で最も経済活動が早く開始されるので効果がある 

      d.明るい時間帯を有効活用できるため観光・レジャーが活性化する 

   e.小売や飲食関連の売上げ増が期待できる 

     f.省エネルギーに一定の効果がある 

     g.その他（具体的に                          ）  

 

 

 



Ｑ３－３．上の質問で b.を選択した方にお尋ねします 

北海道サマータイム導入反対の理由をお選び下さい（複数選択可） 

      a.企業の本支店・取引先、或いは行政機関の業務連絡が面倒になる 

      b.開始・終了時などに体調を崩す 

       c.国内他地域の金融機関との間に営業時間のズレが生じることから、代金決済等に

トラブルが起きる 

      d.コンピュータ・システムの変更などの導入コストが掛かる 

    f.社員・職員の健康管理に問題がある 

       e.その他（具体的に                          ） 

 
Ｑ４．その他、北海道サマータイムについて意見があれば自由にご記載下さい 

 



～従業員・職員向け～  
 
 

北海道サマータイム月間に関するアンケート票 

           必ず実験終了後にご記入願います  

 

※該当に○印をお付け下さい 

 【年齢】 ①20歳未満 ②20～30代 ③40～50代 ④60歳以上 
 【性別】 ①男性 ②女性 
 【業種】 ①建設関連（住宅・設備・資材含む） ②食品小売・飲食 ③製造業  

④サービス・娯楽関連 ⑤観光関連 ⑥公務員 ⑦団体職員 ⑧その他 
 【実施期間】 ①1週間 ②2週間 ③3週間 ④1 ヶ月間 ⑤その他（      ） 
 
 
Ｑ１．１時間早めたことによる心身に対する影響はいかがでしたか？(１つ選択) 

    a.早寝・早起きが実践でき、健康増進に役立った 

      b.時間サイクルの変化に対応できず、体調が悪くなった 

      ｃ.慢性的な睡眠不足となった 

d.変化はない 

    e.その他（具体的に                          ） 

 
Ｑ２－１．退社後の時間帯をどのようなことに充てましたか？（複数選択可） 

ａ.ゴルフ、テニス、野球など屋外スポーツやドライブなど野外レジャーを楽しんだ 
ｂ.映画やコンサート鑑賞、プロ野球観戦などをした 
ｃ.家族とショッピングや外食にでかけた 
ｄ.職場の仲間や友人と飲食をした（飲みに出掛けた） 
ｅ.地域活動や社会奉仕をした 
ｆ.これまでと変わらない 
g.その他（具体的に                           ） 

 
Ｑ２－２.上の質問で a.b.c.d.のいずれかを選択した方にお尋ねします 

     サマータイム月間中、Ｑ２－１の a～d の行動により、合計金額でどれくらいの消
費（実験実施前より増加した金額）をしましたか？(１つ選択) 

    a.1 万円未満 

    b.１～3 万円 

       c.３～５万円 

    d.５万円以上 

 

 



Ｑ３．仕事に関する影響はいかがでしたか？(１つ選択) 

a.早朝の涼しい時間帯から作業が出来るので、効率が上がった 
    b.顧客・取引先との時間にズレが生じ、不都合が生じた 
      c.わからない 
    e.その他（具体的に                          ） 
Ｑ４－１.導入実験実施中の実質労働時間についてお聞きします(１つ選択) 

   a.サマータイム導入実験により労働時間が増えた 

   b.変化はない 

   c.減少した 

 
Ｑ４－２. 上の質問で a.を選択した方にお尋ねします 

    労働時間が増えた理由をお選び下さい(１つ選択) 

   a.取引先との折衝・連絡等のため早帰りが出来なかった 

      b.職場の雰囲気で何となく帰りにくかった 

   c.家族の生活時間と１時間ズレが出るため、早く帰っても仕方がなかった 

   e.その他（具体的に                          ） 

 

Ｑ５－１．北海道サマータイム実験を体験した上で、制度の本格導入に対する賛否をお

選び下さい(１つ選択) 

   a.北海道サマータイム導入に賛成である 

   b.反対である 

   c.全国一律に実施するならば賛成である 

   d.わかわない 

 

Ｑ５－２．上の質問で a.を選択した方にお尋ねします 

北海道サマータイム導入賛成の理由をお選び下さい（複数選択可） 

   a.北海道のイメージアップにつながる 

      b.明るい時間帯を有効利用でき、退社後の行動の選択肢が広がる 

      c.家族とのふれあいが増える 

      d.省エネルギーに一定の効果がある 

   e.その他（具体的に                          ） 

 

Ｑ５－３．上の質問で b.を選択した方にお尋ねします 

北海道サマータイム導入反対の理由をお選び下さい（複数選択可） 

     a.導入のメリットが感じられない 

     b.開始・終了時などに体調を崩す 

      c.退社後に何をやって良いのかわからない 

     d.犬の散歩や庭の手入れなど早朝の日課が果たせない 

      e.その他（具体的に                          ） 

 
Ｑ６．その他、北海道サマータイムについて意見があれば自由にご記載下さい 



選　　　　択　　　　肢 構成比 件数 選　　　　択　　　　肢 構成比 件数
a.健康増進に役立った 29% 36 a.屋外ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰ 5% 6
b.体調が悪くなった 10 12 b.映画・ｺﾝｻｰﾄ・野球観戦 10 13
c.睡眠不足になった 7 8 c.家族と買物・食事 21 26
d.変化なし 49 60 d.友人と飲食 21 27
e.その他 5 7 e.地域活動・社会奉仕 3 4
合　　　　　　　　　計 100 123 f.これまでと変化なし 50 63

g.その他 12 15

選　　　　択　　　　肢 構成比 件数 選　　　　択　　　　肢 構成比 件数
a.1万円未満 55% 46 a.従業員の心身ﾘﾌﾚｯｼｭに効果(21%) 21% 26
b.1～3万円 27 23 b.従業員の作業効率向上(35%) 35 44
c.3～5万円 8 7 c.売上増加(0%) 0 0
d.5万円以上 10 8 d.省エネ効果(9%) 9 11
合　　　　　　　　　計 100 84 e.プラス効果なし(16%) 16 20

f.わからない(24%) 24 30
g.その他(11%) 11 14

選　　　　択　　　　肢 構成比 件数 選　　　　択　　　　肢 構成比 件数
a.経費の増加 8% 10 a.北海道ｻﾏｰﾀｲﾑに賛成 54% 66
b.取引先と時間のズレによる不都合 22 28 b.反対 4 5
c.本支店間の連絡に不都合 4 5 c.全国一律ならよい 32 39
d.欧州のような効果が見られない 17 21 d.分からない 10 12
e.マイナス面はない 32 40 合　　　　　　　　　計 100 122
f.わからない 14 17
g.その他 12 15

選　　　　択　　　　肢 構成比 件数 選　　　　択　　　　肢 構成比 件数
a.本道のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟにつながる 30% 37 a.本支店間・取引先との連絡に支障を - 2
b.北海道発の新たなﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽ創出 22 28 b.開始・終了時に体調を崩す - 3
c.世界で最も早く経済活動が開始され 6 8 c.国内他地域との代金決済にﾄﾗﾌﾞﾙが - 0
d.観光・ﾚｼﾞｬｰが活性化する 40 50 d.導入コストがかかる - 0
e.小売・飲食関連の売上が増加する 15 19 e.社員の健康管理に問題がある - 0
f.省エネルー効果がある 17 21 f.その他 - 2
g.その他 7 9

Q5-2．北海道ｻﾏｰﾀｲﾑ賛成の理由（重複回答） Q5-3．北海道ｻﾏｰﾀｲﾑ反対の理由（重複回答）

Ｑ３．実験による貴社・団体のﾌﾟﾗｽ面（重複回答）Q2-2.ｻﾏｰﾀｲﾑ月間中の消費額純増分

Q4．実験による貴社・団体のﾏｲﾅｽ面（重複回答）

サマータイム月間に関するアンケート 統計表

Ｑ１．心身に対する影響 Q2-1．退社後の時間の使い方（重複回答）

～経営者・トップ向け～

Q5-1．ｻﾏｰﾀｲﾑを体験した上での賛否



選　　　　択　　　　肢 構成比 件数 選　　　　択　　　　肢 構成比 件数
a.健康増進に役立った 15% 302 a.屋外ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰ 8% 161
b.体調が悪くなった 13 261 b.映画・ｺﾝｻｰﾄ・野球観戦 8 161
c.睡眠不足になった 27 545 c.家族と買物・食事 18 367
d.変化なし 42 850 d.友人と飲食 22 446
e.その他 3 73 e.地域活動・社会奉仕 1 26
合　　　　　　　　　計 100 2031 f.これまでと変化なし 55 1114

g.その他 11 225

Ｑ３．仕事に対する影響
選　　　　択　　　　肢 構成比 件数 選　　　　択　　　　肢 構成比 件数

a.1万円未満 68% 904 a.早朝の作業効率が向上 28% 562
b.1～3万円 26 346 b.顧客との時間にズレ不都合 19 381
c.3～5万円 4 53 c.分からない 35 704
d.5万円以上 2 26 d.その他 18 366
合　　　　　　　　　計 100 1329 合　　　　　　　　　計 100 2013

選　　　　択　　　　肢 構成比 件数 選　　　　択　　　　肢 構成比 件数
a.増加した 26% 526 a.取引先との折衝・連絡のため 64% 527
b.変化なし 55 1114 b.職場の雰囲気で何となく 10 82
c.減少した 19 383 c.早く帰っても仕方がない 6 49
合　　　　　　　　　計 100 2023 e.その他 20 165

合　　　　　　　　　計 100 823

Q5-1．ｻﾏｰﾀｲﾑを体験した上での賛否
選　　　　択　　　　肢 構成比 件数 選　　　　択　　　　肢 構成比 件数

a.北海道ｻﾏｰﾀｲﾑに賛成 34% 682 a.本道のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟにつながる 26% 176
b.反対 20 413 b.行動の選択肢が広がる 80 549
c.全国一律ならよい 36 728 c.家族とのふれあいが増える 32 219
d.分からない 9 198 d.省エネルー効果がある 19 131
合　　　　　　　　　計 100 2021 e.その他 4 30

選　　　　択　　　　肢 構成比 件数
a.導入のﾒﾘｯﾄが感じられない 82% 339
b.開始・終了時に体調を崩す 29 118
c.何をやっていいか分からない 5 22
d.朝の日課が果たせない 7 27
e.その他 17 69

～従業員向け～

Q5-2．北海道ｻﾏｰﾀｲﾑ賛成の理由（重複回答）

Q5-3．北海道ｻﾏｰﾀｲﾑ反対の理由（重複回答）

Ｑ１．心身に対する影響

Q2-2.ｻﾏｰﾀｲﾑ月間中の消費額純増分

Q4-2．労働時間が増えた理由

Q2-1．退社後の時間の使い方（重複回答）

Q4-1．実験中の労働時間



人(％)

男 女 男 女
a.健康増進に役立った 100(15%) 44(17%) 126(15%) 11(10%)
b.体調が悪くなった 90(14) 37(14) 104(12) 17(15)
c.睡眠不足になった 188(29) 92(34) 195(23) 29(25)
d.変化なし 250(39) 82(31) 395(46) 51(44)
e.その他 20(3) 12(4) 33(4) 7(6)
計 648(100) 267(100) 853(100) 115(100)

人(％)
60歳以上

男 女 男 女 男
a.屋外ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰ 55(7%) 13(4%) 82(8%) 3(2%) 4(7%)
b.映画･ｺﾝｻｰﾄ・野球観戦 58(7) 28(8) 67(6) 4(3) 4(7)
c.家族と買物・食事 111(14) 73(20) 138(13) 19(14) 12(20)
d.友人と飲食 138(17) 87(24) 172(16) 12(9) 6(10)
e.地域活動・社会奉仕 7(1) 1(0) 13(1) 2(2) 2(3)
f.これまでと変化なし 351(44) 120(34) 502(49) 67(51) 25(40)
g.その他 83(10) 35(10) 71(7) 25(19) 8(13)
計 803(100) 357(100) 1045(100) 132(100) 61(100)

人(％）
60歳以上

男 女 男 女 男
a.1万円未満 325(72%) 111(58%) 369(70%) 31(64%) 24(78%)
b.1～3万円 100(22) 61(32) 140(26) 12(24) 4(13)
c.3～5万円 13(3) 15(8) 18(3) 3(6) 1(3)
d.5万円以上 15(3) 3(2) 3(1) 3(6) 2(6)

453(100) 190(100) 530(100) 49(100) 31(100)

人(％）
60歳以上

男 女 男 女 男
a.増加した 197(31%) 60(22%) 213(25%) 17(15%) 7(15%)
b.変化なし 301(46%) 173(65) 449(53) 88(79) 40(85%)
c.減少した 147(23%) 35(13%) 188(22) 7(6) 0

645(100) 268(100) 850(100) 112 47(100)

40～50歳代

Q2-2.ｻﾏｰﾀｲﾑ月間中の消費額純増分

～従業員向け、年齢・男女別～

20～30歳代 40～50歳代
Ｑ１．心身に対する影響（従業員、男女別）

Q2-1．退社後の時間の使い方（従業員、男女別）
20～30歳代

項　　　　　　　　目

項　　　　　　　　目

20～30歳代 40～50歳代

20～30歳代 40～50歳代

Q4．実験中の労働時間は？

項　　　　　　　　目

項　　　　　　　　目
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